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○
…
由
布
市

挾
間
町
時
松
地

区
の
梶
原
義
幸

さ
ん（
７２
）が
所

属
す
る
「
神
社　
注し

連め

縄な
わ

工
房　

綾あ
や

織お
り

姫ひ
め

の
里
」
で
は
、
神
社
の

し
め
縄
を
製
作
し
、
県
内
の
１５

社
に
納
め
て
い
る
。

　
○
…
「
良
い
し
め
縄
を
作
る

た
め
に
は
、
良
い
米
作
り
が
重

要
で
す
」
と
梶
原
さ
ん
。
水
田

で
も
ち
米
品
種
「
ハ
ク
ト
モ

チ
」
６０
㌃
を
栽
培
。
稲
わ
ら
が

適
度
に
柔
ら
か
く
、
軸
も
長
い

の
で
加
工
し
や
す
い
と
い
う
。

　
○
…
地
区
出
身
の
有
志
８
人

の
メ
ン
バ
ー
で
田
植
え
か
ら
稲

刈
り
ま
で
行
う
。
稲
刈
り
後
は

掛
け
干
し
で
天
日
乾
燥
す
る
。

「
青
み
が
き
れ
い
に
残
り
、
香

り
も
い
い
」
と
話
す
。
親
子
や

外
国
人
に
小
さ
い
し
め
縄
の
作

り
方
も
教
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
大
分
支
局
）

直
播
に
向
き
高
温・病
害
に
強
い

業
務
用
米「
し
ふ
く
の
み
の
り
」

　
農
研
機
構
は
１１
月
２７
日
、

東
北
向
け
に
、
業
務
用
米
に

適
す
る
多
収
良
食
味
の
水
稲

品
種
「
し
ふ
く
の
み
の
り
」

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

倒
伏
に
強
く
、
直
播
栽
培
に

向
く
。
「
萌
え
み
の
り
」
並

み
の
収
量
で
、
高
温
耐
性
は

「
や
や
強
」
で
白
未
熟
粒
の

発
生
が
少
な
く
、
い
も
ち
病

と
縞
葉
枯
病
に
抵
抗
性
を
持

つ
。
秋
田
県
で
２
０
２
１
年

度
に
２
０
０
㌶
の
作
付
け
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
炊
飯
米
の
食
味
は
「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
と
同
等
で
、
店
内

炊
飯
や
お
に
ぎ
り
な
ど
中
食

・
外
食
に
適
す
る
。
育
成
地

で
の
収
量
は
、
標
準
的
な
施

肥
量
の
直
播
栽
培
で
１０
㌃
当

た
り
６
４
１
㌔
と
ひ
と
め
ぼ

れ
に
比
べ
約
１
割
、
多
肥
の

直
播
栽
培
で
７
５
４
㌔
と
約

３
割
多
い
。
玄
米
千
粒
重
は

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
よ
り
１
㌘

程
度
重
い
。

　
栽
培
適
地
は
東
北
中
部
以

南
で
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
栽
培

地
域
が
目
安
。
耐
冷
性
は

「
中
」
の
た
め
、
冷
害
が
発

生
し
や
す
い
地
帯
は
避
け

る
。 

稈
（
か
ん
）
長
（
穂

首
ま
で
の
草
丈
）
は
「
萌
え

み
の
り
」
よ
り
や
や
短
い
。

玄
米
外
観
品
質
は
「
萌
え
み

の
り
」
よ
り
優
れ
る
。
い
も

ち
病
に
「
強
」
、
縞
葉
枯
病

に
抵
抗
性
で
、
白
葉
枯
病
は

「
や
や
強
」
。
穂
発
芽
性
は

「
や
や
難
」
。

　
い
も
ち
病
に
強
く
縞
（
し

ま
）
葉
枯
病
に
抵
抗
性
で
良

質
・
良
食
味
の
「
奥
羽
４
０

６
号
」
を
母
、
多
収
の
「
ふ

く
ひ
び
き
」
を
父
と
し
て
交

配
し
た
。

　
種
子
は
利
用
許
諾
契
約
を

締
結
し
た
法
人
が
２０
年
に
生

産
し
、
販
売
は
２０
年
以
降
。 

利
用
許
諾
契
約
の
問
い
合
わ

せ
は
農
研
機
構
（
☎
０
２
９

・
８
３
８
・
７
３
９
０
）
ま

で
。

　
前
回
は
、
カ
ラ
ス
の
五
感
を
踏

ま
え
た
対
策
を
紹
介
し
た
。
今
回

は
、
「
カ
カ
シ
効
果
」
を
利
用
し

た
対
策
を
提
案
す
る
。
本
連
載
の

第
１
回
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
カ

ラ
ス
は
警
戒
心
が
強
く
、
目
新
し

い
も
の
が
あ
る
と
、
と
り
あ
え
ず

近
づ
か
な
い
と
い
う
行
動
を
選
択

す
る
。
そ
こ
で
、
目
新
し
い
刺
激

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
カ
ラ
ス
の

警
戒
心
を
あ
お
り
、
カ
ラ
ス
を
追

い
払
う
と
い
う
対
策
だ
。

　
こ
の
対
策
に
は
、
重
要
な
点
が

二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
視
覚
や

聴
覚
に
強
く
訴
え
る
刺
激
を
使
う

と
い
う
こ
と
だ
。
カ
ラ
ス
は
視

覚
、
特
に
色
覚
が
優
れ
て
お
り
、

設
置
物
の
色
を
変
え
る
だ
け
で

も
、
カ
ラ
ス
は
目
新
し
く
感
じ
て

警
戒
す
る
。
ち
な
み
に
、
カ
ラ
ス

が
嫌
い
な
色
は
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
黄
色
が
嫌
い
、
も
し
く
は
見

え
な
い
、
と
い
う
の
は
俗
説
に
す

ぎ
な
い
。
ゴ
ミ
置
場
用
の
黄
色
の

ネ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
初
め
た
こ
ろ

は
、
黄
色
の
ネ
ッ
ト
が
目
新
し

く
、
カ
ラ
ス
は
「
カ
カ
シ
効
果
」

で
忌
避
し
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ

ら
く
、
そ
の
様
子
を
見
た
人
た
ち

か
ら
、
カ
ラ
ス
は
黄
色
が
嫌
い
と

の
俗
説
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
閑
話
休
題
、
重
要
な
の
は
何
色

で
あ
る
か
で
は
な
く
、
色
の
大
き

な
変
化
だ
。
最
近
の
ゴ
ミ
置
場
の

ネ
ッ
ト
は
黄
色
が
主
流
な
た
め
、

ネ
ッ
ト
を
黄
色
か
ら
青
色
の
物
に

換
え
た
ら
カ
ラ
ス
が
来
な
く
な
っ

た
と
い
う
話
も
あ
る
。
聴
覚
に
訴

え
る
刺
激
と
し
て
、
猛も

う

禽き
ん

類る
い

の
鳴

き
声
や
人
工
音
を
再
生
す
る
の
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
刺
激
に
よ

る
忌
避
効
果
は
一
時
的
な
も
の
で

あ
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
以
前
の

よ
う
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
定

期
的
に
、
見
た
目
・
設
置
位
置
・

再
生
音
・
再
生
時
間
な
ど
に
変
化

を
与
え
て
や
る
こ
と
で
、
カ
ラ
ス

の
警
戒
心
を
あ
お
り
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　
も
う
一
つ
の
重
要
な
点
は
、
効

果
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
刺
激

を
、
す
ぐ
に
取
り
去
る
と
い
う
こ

対
策
製
品
慣
れ
る
と
逆
効
果

④ 習性を利用した対策　その２

と
だ
。
同
じ
刺
激
を
使
い
続
け
て

い
る
と
、
必
ず
カ
ラ
ス
は
慣
れ
て

し
ま
う
。
慣
れ
た
際
に
、
次
々
と

別
の
刺
激
を
追
加
で
設
置
し
て
い

く
と
、
汎は

ん

化か

と
呼
ば
れ
る
現
象
が

起
き
や
す
く
、
も
は
や
別
の
目
新

し
い
も
の
を
設
置
し
て
も
カ
ラ
ス

は
警
戒
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
既
に
カ
ラ
ス
が
慣
れ
て
し
ま
っ

た
対
策
製
品
で
も
、
置
か
な
い
よ

り
は
置
い
て
お
い
た
方
が
良
い
だ

ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う
が
、
こ
れ

は
逆
効
果
で
、
む
し
ろ
慣
れ
を
促

し
て
し
ま
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ラ
ス
対
策
製
品

を
至
る
所
に
設
置
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
被
害
が
減
ら
な
い
と
い

う
現
場
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ

は
、
カ
ラ
ス
に
汎
化
が
起
こ
っ
た

末
期
症
状
と
も
い
え
、
カ
ラ
ス
対

策
は
非
常
に
困
難
な
も
の
と
な

る
。

　
（
塚
原　

直
樹　
株
式
会
社
Ｃ

ｒ
ｏ
ｗ
Ｌ
ａ
ｂ
代
表
）

　
訂
正　
１１
月
４
週
号
の
糖
含
有
珪け

い

藻そ
う

土ど

の
記
事
で
、
試
験
場
で
の
施
用
量
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
「
１０
㌃
当
た
り
１
㌧
」
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

「
今
年
も
い
い
も
の
が
で

き
て
い
ま
す
」
と
話
す
梶

原
さ
ん
（
前
列
右
２
人

目
）
と
メ
ン
バ
ー

草丈が短く倒伏し
にくい（左からし
ふくのみのり、ひ
とめぼれ、萌えみ
のり）

　
農
研
機
構
、
量
研
機
構
と
九

州
大
学
は
、
イ
チ
ゴ
の
葉
が
光

合
成
で
作
っ
た
養
分
（
糖
）
を

送
る
「
転
流
」
を
世
界
で
初
め

て
可
視
化
し
、
糖
が
果
実
ま
で

届
く
の
は
光
合
成
の
約
１
時
間

後
だ
と
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
葉
の
位
置
ご
と
に
、
養
分

を
送
る
部
位
が
異
な
る
こ
と
な

ど
も
発
見
。
日
高
功
太
主
任
研

究
員
は
「
転
流
の
動
き
を
調
べ

た
研
究
は
少
な
い
。
糖
度
や
肥

大
を
高
め
る
栽
培
方
法
に
役
立

て
た
い
」
と
話
す
。

　
試
験
で
は
、
ガ
ン
マ
線
を
放

出
す
る
「
放
射
性
同
位
体
」
の

二
酸
化
炭
素
を
用
意
し
て
イ
チ

ゴ
葉
に
吸
収
さ
せ
、
光
合
成
で

作
ら
れ
た
糖
が
果
実
へ
送
ら
れ

る
ま
で
の
動
き
を
、
量
研
機
構

が
開
発
し
た
ガ
ン
マ
線
検
出
器

「
ポ
ジ
ト
ロ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

装
置
」 

を
使
っ
て
撮
影
し
た
。

　
果
実
へ
の
糖
の
転
流
量
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
果
実
で
異
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
葉
の

位
置
別
で
は
、
果
房
の
上
位
か

下
位
か
に
よ
っ
て
養
分
の
送
り

先
（
新
葉
・
果
実
・
根
）
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

葉
で
役
割
分
担
が
決
ま
っ
て
い

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
今

後
、
さ
ら
な
る
検
証
や
仕
組
み

の
解
明
を
進
め
、
気
温
・
光
量

な
ど
環
境
制
御
技
術
や
効
果
的

な
葉
数
管
理
に
応
用
す
る
方
針

だ
。

糖
度
や
肥
大
へ
の
応
用
に

養
分
の
流
れ
を
可
視
化

イ
チ
ゴ

光
合
成
の
１
時
間
後
に
果
実
へ

　
「
定
植
２
年
目
で
４
～
５
年

目
と
同
等
の
１０
㌃
当
た
り
収
量

約
１
㌧
を
確
保
で
き
る
な
ら
上

々
だ
。
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
は

あ
る
が
収
量
を
安
定
的
に
得
ら

れ
る
ま
で
１
～
２
年
前
倒
し
で

き
る
」
と
、
実
証
試
験
に
協
力

す
る
長
岡
中
央
果
樹
生
産
組
合

（
岩
手
県
紫
波
町
）
の
森
川
勇い

さ
み

組
合
長（
７１
）は
話
す
。

　
同
組
合
で
は
、
ふ
じ
の
着
色

系
統
５
㌶
を
主
力

に
、
「
ち
な
つ
」

や
「
き
お
う
」

「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル

ド
」
な
ど
２１
品
種

を
計
１５
㌶
で
栽
培

す
る
。

　
２
０
１
６
年
か
ら
の
実
証
試

験
で
は
、
わ
い
性
台
木
「
Ｊ
Ｍ

７
」に
着
色
系
の「
宮
美
ふ
じ
」

を
接
ぎ
木
。
発
芽
前
の
苗
木
を

ポ
ッ
ト
に
移
植
し
て
専
用
圃
場

で
育
成
す
る
。
切
り
返
し
と
芽

か
き
の
処
理
を
し
た
後
、
伸
長

中
の
新し

ん
し
ょ
う梢の
先
端
部
に
ビ
ー
エ

ー
液
剤
を
８
～
９
回
程
度
散

布
。
の
ち
に
側
枝
と
な
る
フ
ェ

ザ
ー
の
発
生
数
１５
本
以
上
を
目

標
に
、
灌
水
処
理
を
し
な
が
ら

約
１
年
育
成
す
る
。
育
成
１
年

目
の
フ
ェ
ザ
ー
発
生
数
は
、
無

灌
水
区
が
１３
・
８
本
、
灌
水
区

が
２９
本
と
約
２
倍
に
な
っ
た
。

　
灌
水
処
理
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
や
給
水
タ
ン
ク
、
点
滴
灌

水
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
構
成
す
る

ソ
ー
ラ
ー
式
自
動
灌
水
装
置
を

設
置
し
、
４
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
１
樹
当
た
り
１
日
晴
天
時

は
２
㍑
、
雨
天
時
は
１
㍑
を
基

準
に
行
う
。

　
装
備
一
式
の
価
格
は
約
３０
万

円
。
１
基
で
約
５
㌃
を
管
理
で

き
る
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
発

電
す
る
た
め
、
電
源
や
水
源
の

確
保
が
難
し
い
中
山
間
地
域
の

傾
斜
圃
場
で
も
使
用
で
き
る
。

　
１７
年
か
ら
傾
斜
地
圃
場
約
５

㌃
に
苗
を
定
植
し
、
灌
水
区
、

無
灌
水
区
を
設
定
し
て
実
証
試

験
を
実
施
。
定
植
２
年
目
の
樹

体
で
は
、
無
灌
水
区
で
２３
・
２

個
だ
っ
た
花
芽
数
が
灌
水
区
で

は
約
３
倍
の
８３
・
６
個
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
無
灌
水
区
で
２
・

１
㌔
だ
っ
た
１
樹
当
た
り
の
収

量
は
、
灌
水
区
で
６
・
２
㌔
を

確
保
し
た
。

　
同
生
産
組
合
以
外
で
実
施
し

た
他
品
種
の
実
証
試
験
で
も
同

様
の
結
果
が
見
ら
れ
、
花
芽
が

付
き
や
す
い
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド

で
は
、
定
植
１
年
目
で
１０
㌃
当

た
り
換
算
収
量
１
３
７
㌔
を
確

保
す
る
。

　
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
試
験
で

は
、
不
織
布
ポ
ッ
ト
の
口
径
が

２０
㌢
で
も
３０
㌢
で
も
生
育
が
変

わ
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
し

た
。
小
さ
い
ポ
ッ
ト
を
使
用
す

れ
ば
、
植
栽
や
運
搬
の
軽
量
化

に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
不
織
布

ポ
ッ
ト
（
口
径
３０
㌢
）
を
圃
場

に
埋
没
さ
せ
な
く
て
も
、
灌
水

に
よ
り
埋
没
時
と
同
程
度
の
生

育
を
確
保
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
、

重
労
働
と
な
っ
て

い
る
ポ
ッ
ト
苗
の

埋
設
作
業
が
省
け

る
と
す
る
。

　
同
研
究
セ
ン
タ
ー
園
芸
技
術

研
究
部
の
佐
々
木
真
人
果
樹
研

究
室
長
は
「
作
業
の
手
間
は
増

え
る
が
、
装
置
さ
え
導
入
す
れ

ば
自
動
化
が
図
れ
る
。
費
用
も

既
存
設
備
を
利
用
す
れ
ば
安
価

に
抑
え
ら
れ
る
」
と
し
、
「
温

暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
に
よ
っ

て
、
リ
ン
ゴ
栽
培
に
も
灌
水
処

理
が
今
後
欠
か
せ
な
く
な
る
だ

ろ
う
」
と
話
す
。

　
研
究
は
「
革
新
的
技
術
開
発

・
緊
急
展
開
事
業
（
う
ち
経
営

体
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
に

基
づ
い
て
実
施
。
実
証
圃
場
を

活
用
し
な
が
ら
県
内
の
農
家
に

普
及
を
図
っ
て
い
る
。

　
リ
ン
ゴ
は
、
苗
の
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
５
年
程
度
の
未
収
入
期
間
が
発
生
す
る
。

果
樹
農
家
の
安
定
的
な
経
営
に
は
、
早
期
成
園
化
に
向
け
た
技
術
の
導
入
が
欠
か
せ

な
い
。
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
北
上
市
）
で
は
、
不
織
布
ポ
ッ
ト
と
ベ
ン
ジ

ル
ア
ミ
ノ
プ
リ
ン
液
剤
（
ビ
ー
エ
ー
液
剤
）
を
使
っ
て
副
梢
（
フ
ェ
ザ
ー
）
を
数
多

く
発
生
さ
せ
る
１
年
生
苗
木
の
育
成
時
に
、
灌か

ん

水す
い

処
理
を
施
す
こ
と
で
、
樹
体
の
生

育
が
向
上
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
「
ふ
じ
」
を
使
っ
た
実
証
試
験
で
は
、
定
植
２

年
目
か
ら
結
実
し
、
無
灌
水
区
と
比
べ
て
１０
㌃
当
た
り
換
算
の
収
量
が
約
３
倍
に
増

加
し
た
。
ソ
ー
ラ
ー
式
自
動
灌
水
装
置
の
導
入
に
よ
っ
て
、
電
源
や
水
源
の
確
保
が

難
し
い
中
山
間
地
の
傾
斜
圃
場
で
も
導
入
可
能
だ
。

定植１年目で初収穫
リンゴ フェザー苗木に灌水処理

１０
㌃
当
た
り
収
量
３
倍
に

中
山
間
地
で
の
使
用
も

装
置
は

ソ
ー
ラ
ー
式

既
存
設
備
で
安
価
に

定植３年目の灌水区で生育を確認する森川組合長

ソ
ー
ラ
ー
式
自
動
灌
水
装

置
。
給
水
タ
ン
ク
へ
の
補

充
は
２
週
間
に
１
回
程
度

汎
化
が
起
き
て
い
る

と
み
ら
れ
る
菜
園

カ
ラ
ス
が
「
カ
カ
シ
効
果
」

に
慣
れ
る
こ
と
を
理
解
す
る

岩手県農業研究センター


